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　鏡に映ると，上下は反対に見え
ないのに，なぜ左右は反対に見え
るのでしょうか？「なぜなのかは，
とっくの昔にわかっているのだろ
う」とたいがいの人が思いこんで
います。ところが，実は，これが
大変な難問なのです。プラトンの
昔から，二千年以上にわたって議
論が続いてきたにもかかわらず，
いまだに決着がついていないので
す。では，鏡に映ると，左右は，か
ならず反対に見えるのでしょう
か？　実は，そうではありません。

「左右は反対に見えず，上下が反
対に見える」という場合もありま

　近年，小中学校の通常学級で，
知的障害のない発達障害のある
子どもが在籍していることを前
提として，彼らも学びやすいよう
に，授業や学級づくりをどのよう
に工夫・改善すればよいかという
問いに，教員をはじめ，心理学の
臨床家，心理学や教育学の研究者
らの関心が高まっている。そのよ
うな中，現在この分野で先進的に
活躍している研究者や実践者によ
り，その基本的な考えや方法，そ
して，有効な実践の事例を紹介し
た。
　また，2016年4月の障害者差別解

すし，「両方とも反対に見える」
場合，「どちらも反対に見えない」
場合など，いろいろな場合があり
ます。過去の学説はどれも，こう
したすべての場合を矛盾なく説明
することができませんでした。し
かし，この本では，形を認知する
さいの心理プロセスに，鏡の光学
的な性質をうまく組み合わせる
と，すべての場合がきれいに説明
できることを示しました。では，
紀元前からのさしもの難問も，遂
に解決をみたと言っていいので
しょうか？　この本を手にとって
確認してみてはいかがでしょう。

消法の施行に伴い，障害のある子
どもに必要に応じて「合理的配慮」
の提供が求められることになった。
授業や学級づくりの工夫は，その文
脈で言い換えれば，適切で必要な

「変更」や「調整」を行うことに関
係すると言っても良いだろう。障
害のある子とない子が共に学べる
環境の創生に繋がるのである。
　なお，本書は，近年，著しい進展
が見られた，発達障害のある人へ
の研究・実践のトピックを1冊ず
つコンパクトに紹介する『発達障
害・特別支援教育ナビ（全10巻）』

（金子書房）の第1巻目である。
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　記憶や臨床といった言葉は人の
活動を表す日常語として意味が共
有されていて，そのまま心理学の
テーマとなりやすい。一方，リス
クは心理学とのかかわりは深そう
だが，どうも，位置づけがはっき
りしない。多くの方のリスクに対
する印象はこのようなものではな
いだろうか。このとらえどころの
ない概念を心理学の中で取り扱う
には，ワンクッション必要であり，
そのクッションのひとつが意思決
定の文脈においてリスクをとらえ
るという本書の姿勢である。就職
や結婚，原発，安保問題等々，私た

　コンピュータを使って実験をす
る時に避けて通れない壁がプロ
グラミングだ。徹夜明けの早朝
に，一晩中悩んだ問題が突如解決
してプログラムが動き，一人快哉
を叫んだのは忘れられない思い出
だ。著者らが学生だった頃，わか
らないことは先輩を捕まえ実験室
に押し込めて聞いたものだ。だが
最近，教員が忙しい，先輩がいな
いなど，プログラミングを教えて
もらえる環境が少なくなったよ
うに感じる。そこで我々は学部
生や大学院生が一人でもプログ
ラミングを学べるようにと本書

ちは個人として，また，社会とし
て意思決定を迫られるが，見通し
のはっきりしない要素が多くて難
渋する。そのはっきりしなさを特
定の見方で定義し，意思決定をサ
ポートするのがリスク分析の役割
である。本書は読み物の形をとっ
たリスク分析の入門書であり，ま
た，不確実な世界の中で歩みを進
めるための指南書でもある。どの
心理学分野においても学びや研究
の過程で不確実性に直面するはず
である。読者はその問題に対処す
るための知恵や覚悟，割り切りを
味わうことができるだろう。

を企画した。広く普及している
Psychtoolboxによるプログラミ
ングの習得を目的に，インストー
ル，テキストファイルと画像ファ
イルの作成・保存，刺激提示，反
応時間と閾値の測定まで一歩ずつ
学ぶ構成になっている。本書で紹
介しているプログラムはウェブ上
からダウンロードできるので，即
座にプログラミング学習をはじめ
られる。学生だけでなく研究者に
も役立つ本になったと自負してい
る。この本があなたに寄り添う優
しい（？）先輩の役割を果たすこ
とを願っている。
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